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あらまし   花言葉はそれぞれの花に定められた意味である．花言葉はトルコ発祥であり，文字や言葉でなく“花に思いを託
して恋人に送る”という習慣から生まれた．また，花屋では花言葉について聞いてくるお客さんもいる．しかし，花屋にとって

そのような大量な知識を扱うことは難しい．そのため，花屋，ユーザ共に有益な花言葉検索システムを提案する．本システムは，

ユーザが伝えたい感性メッセージを花言葉を介して伝えるための花束組み合わせ機能を実現する．本稿ではユーザが伝えたいメ

ッセージに即した花言葉を持つ花をデータベースから数種類抽出することによりメッセージに沿った花束組み合わせシステム

を提案する． 
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1. はじめに  

 
花言葉とは，17 世紀頃トルコで発祥したものである．

恋人に対し，文字や言葉ではなく花に想いを託し贈る

という習慣から生まれた [1]．その後，トルコから各国
に広まり，その国特有の花言葉が作られていった．フ

ランスでも流行し，上流階級の間で好意を寄せる人へ

の思い，悪口・批判等を花や植物にたとえて詩にする

という文化が流行した．実際に，日本で導入されたの

は 19 世紀末明治時代初期とされている．当初，輸入さ
れた花言葉をそのままの意味で使っていたが，やがて

日本人の風習や歴史に合わせて日本独自の花言葉が形

成されていった．例えば，サクラの花言葉は西洋では

「優れた教育」である．しかし，日本では「精神美」

となり，国特有のものになりつつある．  
	 筆者は，以前から花および花言葉について興味があ

った．花屋では花言葉についてあまり取り扱われてい

ないと思い，直接花屋に対してインタビューにより調

査を行った．その際，大きく 2 つ質問を行った．  
一つ目は「花屋で花言葉は考えられているのか」と

いうことについてだ．回答は，花束をたくさん作らな

いといけないために時間が限られていて，花言葉につ



 

 

いて考えている余裕はないとのことであった．  
二つ目は「お客さんのイメージにどこまで添えるの

か」ということについてだ．回答は，好みの色合いほ

どしか要望を聞くことはできないということであった． 
	 また，インターネット上で，花束を注文できるサイ

ト [2]についても調べた．色と，雰囲気（かわいいなど
の形容詞数種類ほど），または誕生日の花や，具体的な

母の日などの指定されたものしかホームページ上に掲

載せれていなかった．  
	 以上の二つの調査より，従来の花屋・花を注文でき

るサービスにおいて，時間がない等の理由で花言葉は

用いられていないことがわかった．そこで，本研究で

は，花言葉についてデータベース化することで，消費

者と花屋双方にとって，花言葉をより利用しやすいも

作成することに重きをおく．また，本質的な目的とし

ては，言葉に出して伝えにくい内容を花言葉を手段と

して伝える新たなメッセージ手段を提示することであ

る．  
	  
 

2. 花言葉における印象計量・分析方式  
 
花言葉データベースでは，各花と花言葉の意味，花

と花言葉の特徴、そして伝えたいメッセージの特徴が

設定される．以降は，花言葉データベース構築の手段

を示す．  

2.1 「花言葉」の収集  

花言葉についてホームページから引用し [4]，花とそ
の花言葉の対応におけるデータベースを作成する．  

2.2 「花言葉」ベクトル空間の構成  

花言葉のベクトル化において，花言葉の意味を表現

するために、本研究では宗近 [7]のプルチックの感情分
類 [10]をもとに考えられた特徴属性からなるベクトル
空間を構成 .各花言葉をベクトル空間上に写像する．  

STEP1 

プルチックの感情分類 [8]とは、8 つ”
ecstasy,admiration,terror,amazement,grief,loathin
g, rage,vigilance”の組み合わせで感情を表すことが
可能にするものである . 

STEP2   

STEP1 のプルチック感情分類 [8]は感情の組み合わ
せで感情を表現ができると示されている .そこから、山
口大学の宗近 [7]は感情に強度をつけることにより細
かな感情の分類した .本研究では、その細かく分けた強
度を参考にし、花言葉の感情を分類分けした . 

STEP3 

また、今回取り扱う花言葉には、 "未来 ", "持続 "など
時間軸を扱うものが多かった .プルチックの中では一
次的な感情について扱っているため [8]、時間軸に関し
ては扱っていないと思われる .そこでこのたび、本研究
では 8 つの感情に加え、”time”という時間軸を追加
した . 

2.3 「メッセージ」ベクトル空間の構成  

伝えたいメッセージのベクトル化も、2.2 の花言葉
同様にプルチックの感情分類を用いて分類する .また、
2.2.3 に記載されている時間に関する軸も同様に扱う . 

 

3. 実現方式  
 
花データベースには，「花の名前」「花言葉」の 2 要

素を示すテーブルが存在する．  
 

 
 

図１	 花と花言葉テーブル (2.1) 
 

花言葉データベースには，「花言葉」「 ecstasy」
「 admiration」「 terror」「 amazement」「 grief」
「 loathing」「 rage」「vigilance」「 time」の 10 要
素を示すテーブルが存在する．  

 



 

 

 
 

	 図２	 花言葉テーブル (2.2) 
 

メ ッ セ ー ジ デ ー タ ベ ー ス に は ，「 メ ッ セ ー ジ 」

「ecstasy」「admiration」「 terror」「amazement」
「 grief」「 loathing」「 rage」「 vigilance」「 time」
の 10 要素を示すテーブルが存在する．  

 

 

 
 

図 3	 メッセージのテーブル  
 

 
類似度計量には，花言葉意味データベースから，   
ユーザに選択されたメッセージに対して内積計算

を用いる。類似度の高いメッセージに沿った花を候補

とする  
 
 

4. システム実現のプロセス  
 
本システムは，次の 5 つの手順によって実現される． 
 

STEP1 花言葉とメッセージのデータベースを構成
する．  
	 一般的に花屋に年中置かれている 20 種類の花を対
象とした．花言葉は、花により個数が違うため、合計

すると 46 個あった . 

                 
図 4	 花言葉とメッセージのデータベースの構成  

 

STEP2	 花言葉特徴ベクトルの生成  
各メッセージについてプルチック感情分類を用い

た分類を行う。  
 

 
図 5	 花言葉の感情分類   

 
 
 
STEP3	 印象特徴ベクトルの生成  
花束の印象に対応する特徴ベクトルを生成する．  
             



 

 

 
	 	 	 	 	 	  

図 6	 印象の感情分類   
 
 
STEP4	 花言葉から花を選ぶ，および各メッセージ

から花を選ぶ，同様のメッセージを与える花を選ぶな

ど，花言葉に関する花および，メッセージの関連性を

計量するデータベースを構築する．  
 
(1) メッセージ“ stay_with_me”を選択 . 
(2) そ の 結 果 、 花 言 葉 “steady_heart”

と ”continue_memory” が 選 ば れ

た .“steady_heart”、”continue_memory”は「スター
チス」という花の花言葉である . 
 

            
 
 	 	 	 	  

図 7	 “stay_with_me”の花言葉検索結果  
 

 

5. まとめと今後の課題  
本稿で提案する「花言葉による感性メッセージ伝達

手段としての花束組み合わせシステム」は，花言葉を

ユーザにとって，また，花屋にとってより身近で使い

やすいものとするためのシステムである．花言葉につ

いて辞書から導き出した言葉の意味を結びつけること

により，ユーザが伝えたいメッセージに近い花を提案

可能とする．  
	 今回、感情分類に関して十分なアンケートを取り平

均値を求めることができなかった .男女に分類の数値
についてアンケートを取り再び実験を行いたいと思

う . 
 
今後の課題として，花の色の組み合わせにおける印

象に関しても考えていきたい .具体的には 3 色の組み
合わせによる印象について記されたカラーイメージス

ケール [9]を用いる .,メッセージに沿って抽出された花
たちの ,色のばらつきによる花束としてのバランスの



 

 

整合性が保たれるようにしていきたい．今回は花の提

案を行ったが，将来的には，花束の形で可視化して検

討できるようにしたい．その上で，誰でも使用できる

ようにウェブサイトとしての利用環境構築を目標とす

る．  
また，実際に花屋で使用可能なように，花のテーブ

ルにその花屋の在庫本数や価格のデータについても導

入し，ウェブサイトとして，生活の中で実用的なシス

テムの実現を目指す．  
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